


［標準様式１（例）］（役務の提供等の場合）

１．業務名  Ｒ７利根川上流河川事務所広報支援業務

２．所属（事務所）  利根川上流河川事務所 流域治水課

３．発注方式  企画競争の実施の公示を行う企画競争

４．企画提案書の提出要請日 令和７年３月２５日（金）

５．公示日  令和７年３月２５日（金）

６．特定通知日  令和７年５月９日（金）

特定の有無

ため。

 企画競争方式における特定結果書

結果、「業務実施方針及び手法」、「特定テーマに

対する提案」において他社が優位であると判断した

ニッセイエブロ株式会社

株式会社

エム・シー・アンド・ピー

○

×

企画提案書提出者 特定されなかった理由

企画提案書を特定するための基準に基づき評価した



Ｒ７利根川上流河川事務所広報支援業務 企画提案書評価表

5 8 8 8 8 16 16 16 ー 105

ニッセイ

エブロ株

式会社

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

同種業務：H30 宮ケ瀬ダムイベント

支援業務（相模川水系広域ダム管理

事務所）

20 なし ○ 単独 ○ 6 3.3 4.6 7.3 16 13.3 8
○

（６８０万）
78.5 1 ○

株式会社

エム・

シー・ア

ンド・

ピー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3

同種業務：Ｒ３荒川調節池工事事務

所式典補助業務（荒川調節池工事事

務所）

20 なし ○ ５％分担 ○ 5.3 3.3 3.3 6.6 12 6.6 10.6
○

（６９０万）
70.7 2

説明書

３．（３）．１）

①女性の職業生活

における活躍の推

進に関する法律に

基づく認定等。

②次世代育成支援

対策推進法に基づ

く認定。

③青少年の雇用の

促進等に関する法

律に基づく認定。

説明書２．（１）．

９）

令和５年４月１日現在

の手持ち業務量（本業

務を含まず、特定後未

契約のものを含む）が

５億円未満かつ１０件

未満であること。手持

ち業務とは、主たる担

当者として従事してい

る業務。

ー

業者名

企業の経験及び能

力
配置予定技術者の要件

親会社と

子会社の

関係、又

は親会社

を同じく

する子会

社

一方の会

社等の役

員が、他

方の会社

の役員又

は管財人

を兼ねて

いる場

合。

説明書

２．（１）．

４）会社更生法

に基づき構成手

続開始の申し立

てがなされてい

る者又は民事再

生法に基づき再

生手続開始の申

立てがなされて

いる者（競争参

加資格に関する

公示に基づき

３）の競争参加

資格を継続する

ために必要な手

続きをおこなっ

た者を除く。）

でないこと。

説明書

２．（１）．５）

企画提案書等の提

出期限の日から見

積の時までの期間

に、関東地方整備

局⾧から指名停止

を受けていないこ

と。

説明書

２．（１）．７）

企画提案書を提出しよ

う

とする者の間に以下の

基準のいずれかに該当

する関係がないこと。

欠格要件

説明書

２．（１）．１）

警察当局から、暴

力団員が実質的に

経営を支配する者

又はこれに準ずる

者として、国土交

通省公共事業等か

らの排除要請があ

り、当該状態が継

続している者でな

いこと。

説明書

２．（１）．２）

予決令及び会計令

第70条及び71条の

規定に該当しない

者であること。

説明書

２．（１）．

３）

令和04・05・06

年度国土交通省

競争参加資格

（全省庁統一資

格）「役務の提

供等」の関東・

甲信越の競争参

加資格を有する

こと。

説明書２．（１）．８）

下記に示される同種又は類似業務等につい

て、平成２５年以降公示日までに完了した

業務（再委託による業務実績は含まない）

において１件以上の実績を有すること。・

同種業務：公共事業に関するイベント運営

業務・類似業務：公共事業に関する広報業

務

業務実施方針及び手法（実施方針・実施フ

ロー・実施工程表・その他）

当該業務の実施体制

業務コスト

の妥当性

計

判定順位

参考見積特定テーマに対する提案

的確性 実現性 独創性

ー20

その他

重要事項

の指摘

工程表

業務量把

握の妥当

性

業務手順

実施手順

の妥当性

業務理解度

目的、条件

の理解


